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1． 概要
本資料は、『JIRA放射線画像診断レポート交換ガイドライン CSVファイルCDA変換ツール』の取扱説明書である。

2． 動作環境
動作環境を以下の表に示す。

	項目
	内容

	OS
	Windows 10, Windows Server 2016

	フレームワーク
	.NET Framework 4.5


3． ツール機能
3．1． インストーラ

ZIPファイルを適当なフォルダに展開する。必要に応じてパスを設定する。
3．2． CDA変換実行
1 コマンドライン実行とする。
第一引数　CSVファイル名（相対パス）
第二引数　画像フォルダ（相対パス）
第二引数　出力先フォルダ（相対パス）
実行例）
CSVファイル名：”test.CSV”

　　　画像フォルダ：”Image”

　　　出力先フォルダ：”OUT”

　　　の場合。
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3．3． CSVファイルフォーマット

1 CSVファイルの区切りはカンマとする。
2 ヘッダー行は設定せずに1レコード目からデータとする。
3 CSVデータはExcel出力に準拠し、カンマを含む場合はダブルクォートで囲み、ダブルクォートを含む場合はダブルクォートを連続する。
4 CSVファイルのカラムが対応するデータ定義 (別紙参照)を設定ファイル(CDAConvert.exe.config)の<appSettings>に定義する。
	key
	value

	CSVColumnNum
	カラム数(N)

	CSVColumn[1-N]
	各カラムのデータ定義名


※1つのデータ定義名を複数のカラムで重複しないこと
※1つのカラムで複数のデータ定義(診断レポート識別子、Accession Numberは同じカラム)とする場合は、カラムを増やして定義すること。1つのカラムに複数の定義を設定すること不可。
【データ定義で定義されていない項目を設定した場合】
CDAのプライベート定義として扱う。

【CSVデータ内の日時が日付と時刻で分かれている場合】
CDAの日時は日付と時間が連結された「YYYYMMDDhhmmss」フォーマットで指定されている。

文書作成日時、文書承認日時、依頼日時、検査予定日時、受付日時、検査開始日時、検査実施日時の日時を扱うデータが、CSVファイル内で日付と時刻のカラムに分かれている場合は、定義名の後ろに”_日”を付けることで日付項目、”_時”を付けることで時刻項目として扱える。なお、日付のみの指定の場合は、日付(”XXX_日”)だけの指定も可能。
(例１)　CSVデータの日時がYYYYMMDDhhmmssと日時が連結されている場合
 　　<add key="CSVColumn1" value="検査実施日時" />
(例２)　CSVデータの日時がYYYYMMDDとhhmmssに分かれている場合
   <add key="CSVColumn1" value="検査実施日時_日" />

 　　<add key="CSVColumn2" value="検査実施日時_時" />
日時形式で対応しているフォーマットは以下の通りです。
日時：YYYYMMDD, YYYY/MM/DD, YYYY-MM-DD, YYYYMMDDhhmmss

_日：YYYYMMDD, YYYY/MM/DD, YYYY-MM-DD

_時：hhmmss, hh:mm:ss

(設定例)
	<appSettings>

    <add key="CSVColumnNum" value="17" />

    <add key="CSVColumn1" value="患者ID" />

    <add key="CSVColumn2" value="患者氏名_漢字" />

    <add key="CSVColumn3" value="性別コード" />

    <add key="CSVColumn4" value="検査実施日時" />

    <add key="CSVColumn5" value="検査種別" />

    <add key="CSVColumn6" value="検査項目名称" />

    <add key="CSVColumn7" value="所見" />

    <add key="CSVColumn8" value="診断" />

    <add key="CSVColumn9" value="確定者" />

    <add key="CSVColumn10" value="文書作成者" />

    <add key="CSVColumn11" value="版番号" />

    <add key="CSVColumn12" value="レポートタグ" />

    <add key="CSVColumn13" value="依頼科名" />

    <add key="CSVColumn14" value="依頼医氏名" />

    <add key="CSVColumn15" value="検査実施医師名" />

    <add key="CSVColumn16" value="診断レポート識別子" />

    <add key="CSVColumn17" value="Accession Number" />

</appSettings>


3．4． CDA変換設定
・性別
性別コードが未入力のときは性別から変換する。変換の定義を設定ファイル(CDAConvert.exe.config)の<appSettings>に設定する。
	key
	value

	GenderSettingNum
	設定数(N)

	GenderSetting[1-N]
	変換設定 “性別:性別コード”で設定する


　　ここに未定義の性別は性別コード”UN”に変換する。

(設定例)
	<appSettings>

    <add key="GenderSettingNum" value="4" />

    <add key="GenderSetting1" value="女性:F" />

    <add key="GenderSetting2" value="女:F" />

    <add key="GenderSetting3" value="男性:M" />

    <add key="GenderSetting4" value="男:M" />

</appSettings>


・入院・外来
性別コードが未入力のときは性別から変換する。変換の定義を設定ファイル(CDAConvert.exe.config)の<appSettings>に設定する。
	key
	value

	InOutSettingNum
	設定数(N)

	InOutSetting[1-N]
	変換設定 “入外区分: 入外区分コード”で設定する


　　ここに未定義の入外区分は入外区分コード”UNKNOWN”に変換する。
(設定例)
	<appSettings>

    <add key="InOutSettingNum" value="3" />

    <add key="InOutSetting1" value="外来:OUTPNT" />

    <add key="InOutSetting2" value="入院:INPNT " />

    <add key="InOutSetting3" value="入院外来:OUTINPNT" />

</appSettings>


3．5． キー画像
CSVファイルのキー画像は、コマンドラインの第二引数　画像フォルダに以下の構造で置かれるものとする。




キー画像のファイルタイプはJPEG画像とし、拡張子は*.jpg, *.jpegとする。
ファイル名の順版でCDAのキー画像として定義される。

3．6． CDA出力フォルダ・ファイル構造
CDAファイルと添付画像ファイルをコマンドライン第三引数　出力先フォルダに以下のフォルダ・ファイル構造で出力する。

	フォルダ・ファイル名
	説明

	出力先フォルダ
	コマンドライン第三引数　出力先フォルダ

	検査日
	YYYYMMDD

	レポートID
	レポートID

	CDA ファイル
	(病院コード10ケタ)_(患者ID)_(検査日)_(Accession No)_(レポートID).xml

	添付画像ファイル
	(病院コード10ケタ)_(患者ID)_(検査日)_(Accession No)_(レポートID)_nnn.jpg (nnn : 001～999)


3．7． ログ

・処理のログはノーマルログとエラーログで分けて出力し、エラーログではエラーの発生したレポートID,版番号,エラー理由が分かるようにする。
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